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同窓会だよりFrom The Alumni Association

平

石
本 

圭（
16
期
）

成
２３
年
４
月
２３
日（
土
）午
後
4
時

よ
り
、北
九
州
市
の
ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン

パ
レ
ス
北
九
州
に
て
、福
岡
歯
科
大
学
福
岡

県
北
同
窓
会
の
第
３２
回
定
期
総
会
、学
術

講
演
会
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、1
ヶ
月
あ
ま
り
し
か

日
が
経
っ
て
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、多
く
の

先
生
方
に
参
加
し
て
頂
き
、誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

学
術
講
演
会
に
は
、講
師
に
福
岡
歯
科

大
学
１８
期
卒
、北
九
州
市
小
倉
で
開
業
さ

れ
て
い
る
重
住
大
乗
先
生
を
お
招
き
し
て

「
明
日
か
ら
使
え
る
歯
科
漢
方
〜
不
定
愁

訴
、神
経
痛
、歯
科
心
身
症（
口
臭
症
）、顎

関
節
症
の
対
応
な
ど
〜
」と
い
う
演
題
で

講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。主
な
講
演
内
容

と
し
て
は
、我
々
の
歯
科
領
域
の
診
療
に
お

い
て
、西
洋
医
学
で
は
診
断
治
療
し
き
れ

な
い
不
定
愁
訴
、神
経
痛
、不
安
口
臭
症
な

ど
の
壁
に
当
た
っ
た
時
、多
少
の
東
洋
医
学

的
な
診
断
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

症
状
の
寛
解
、改
善
は
そ
ん
な
に
困
難
な

事
で
は
な
い
と
い
う
も
の
で
、そ
の
中
で
も

今
回
は
、口
臭
に
不
安
の
あ
る
不
定
神
経

症
、神
経
痛
、な
ど
の
症
例
を
交
え
な
が
ら

日
常
臨
床
で
明
日
か
ら
即
使
え
る
漢
方
処

方
、ハ
リ
治
療
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
講
演

し
て
頂
き
ま
し
た
。今
回
福
岡
県
北
同
窓

会
で
は
、著
名
な
先
生
を
招
い
て
で
は
な

く
、当
同
窓
会
の
中
で
、現
在
頑
張
っ
て
い

る
若
手
の
同
窓
生
に
講
演
を
し
て
頂
こ
う

と
考
え
ま
し
た
。歯
科
の
日
常
臨
床
で
は
、

ま
だ
メ
ジ
ャ
ー
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、重

住
先
生
の
東
洋
医
学
へ
の
着
目
に
は
、多
く

の
先
生
方
が
興
味
を
示
し
、参
加
者
も
５０

名
ち
か
く
集
ま
り
、あ
っ
と
い
う
間
の
1
時

間
で
学
術
講
演
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

福
岡
県
北
同
窓
会
は
、韓
国
慶
熙
大
学

校
歯
科
大
学
同
窓
会
仁
川
支
部
と
国
際

交
流
を
行
っ
て
お
り
、今
年
も
当
同
窓
会

総
会
懇
親
会
出
席
の
為
、4
名
の
先
生
に

来
日
し
て
頂
き
ま
し
た
。私
も
去
年
訪
韓

し
、数
件
の
歯
科
医
院
を
見
学
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、韓
国
の
歯
科
医
療
の
レ
ベ
ル

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。今
後
ア
ジ
ア
で
の
学

術
の
発
信
基
地
の一つ
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

重
住
大
乗
先
生
に
は
ご
多
忙
の
中
、貴

重
な
講
演
を
し
て
頂
き
、誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

明
日
か
ら
使
え
る
歯
科
漢
方

福
岡
県
北
同
窓
会
　
学
術
講
演
会

同 窓 生 か ら の 手 紙

福岡県西同窓会　学術常務理事
本部同窓会　学術理事

枌 浩一 （3期）

　福岡県西同窓会（以下、西同窓会）の学術事業は学術講演会と小
歯学懇話会を開催しております。西同窓会は大学のおひざもとで、大
学に患者さんを紹介する事が多いため、大学との関係を重視しておりま
す。それで学術講演会の講師には福岡歯科大学の先生にお願いして
おります。教授に就任される先生は他大学出身の方が多く、どのような
分野が得意なのか等の情報が少ないので学術講演会の講師をお願
いし、講演後に懇親会を行い西同窓会として親交を深めております。

福岡県西同窓会の学術事業について 　小歯学懇話会はスタディーグループの勉強会の様な雰囲気で、すぐ
に役立つような身近なテーマで行っております。最近は医療保険関係、
ファイバーポストコアの作製法、口腔内写真の撮り方などを行いました。
　また本部同窓会の学術からのお知らせもさせて頂きます。11月6日
に行われます本部の第25回学術講演会の案内が同窓会会員の皆様
に届いていると思います。今回はインプラント治療で高名な林　揚春
先生に「患者が望むインプラント治療について」と、関西大学教授で弁
護士の若松陽子先生に「実例をもとに医事紛争における注意点と解
決方法」をご講演していただきます。若松先生は歯科の医事紛争に非
常に詳しい方で、福島第一原発事故のように事故を100％防ぐ事は
出来ませんので、それに備えておく事も大切かと思い企画しました。是
非ご聴講をお願い致します。

　同窓生の皆様、如何お過ごしでしょうか。
　今年は、大震災、ゲリラ豪雨と日本にとって大惨事の年となりました。
被災された方々には、心よりお見舞い申し上げます。
　私の住む小林市でも、１月に新燃岳の大噴火が起き、空振と噴石の
恐怖を味わいました。
　同窓生から頂いた見舞いの電話やメールには感謝感激でした。幸い
大した被害はありませんでしたが、また何時噴火するか解らない状況で、
小学生もヘルメットを被っての登校が続いています。新燃岳は宮崎と鹿
児島の県境にまたがる霧島連山のひとつで、隣に高千穂の峰がありま
す。龍馬伝で、天の逆鉾を突き刺すシーンがあった所です。（これがマグ

この１年 マを刺激した？）焼酎霧島のラベルにもなっていますが、登山の名所で、
私も噴火の１ケ月前に登りました。４０歳から、マラソンやトライアスロン
に挑戦した事もありましたが、目先を変えて、山登りを始めようと思った
のは自然を満喫しながら健康にも良く、山ガ
ールに出会える期待もちょっと。しかし、噴
火で一帯が立入禁止となり、霧島縦走が
実現できていません。そのストレスからか最
近「中年うつ」かと思う事も。災害の津波と
寄る年波には勝てないと実感した年でした。
そんな中、尾崎教授昇進祝賀会を兼ねた３
期生の同窓会に出席できた事は、久々に
過ごせた楽しい時間でした。還暦まであと５
年。次の同窓会も楽しみにしています。

卒 業 生 N O W

水流 裕二郎 （3期）


